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従来は、戦後 3 回発生した大幅な地価上昇は L、ずれも一時的撹乱であって、経済理論的な観点からは説明できない
のではないかとされてきた。しかし、本論文では、全国平均地価については非定常時系列分析の手法を、地域別地価
については空間経済学的モデルに多変量解析の手法を、さらに地点別地価についてはへドニック・アプローチを適用
し、いずれの検証においても地価の変動が土地市場のマーケット・ファンダメンタルズをベースとした経済理論のフ
レームワークで説明可能であることを明らかにした。
特に、都市聞の多層的な空間構造をモデルに組み込んだ第 3 章の分析は、従来の都市間重力モデルによる地価分析
を大きく発展させたものと位置つeけられるものであり、その分析結果とともに高く評価できる。また、各地点の属性
を考慮した第 4 章の分析も、バブル崩壊後の地価下落時のデータを用いた分析としては本邦初の試みであり、しかも
膨大なデータ収集を伴う丹念な分析を試みた点で高く評価できる o
本論文は、地価が土地市場において合理的に決定されてきたことを立証しようとしたものであり、土地問題ないし
は地価政策を直接分析対象としたものではな L、。そのため、政策論としては若干物足りなさを感じるが、むしろ政策
分析のための基礎研究としては非常に意味のある研究と評価できる。以上の点から、吉岡孝昭氏提出論文は、博士
(国際公共政策)の基準を十分に満たしていると判定できる。
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